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4号機 （定格熱出力一定運転中） 

：沸騰水型、定格電気出力113.7万キロワット 
対象号機 

 
発生年月日 2011年3月31日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当社は、原子炉熱出力の計算に使用している原子炉圧力信号の 1 つに

不調があり、原子炉熱出力に誤差が生じている可能性があると判断し、原

子炉施設保安規定※に定める運転上の制限からの逸脱を宣言しました。 

このため、保安のための措置として、原子炉熱出力の低下（原子炉熱出

力 3290 メガワット→3234 メガワット、電気出力約 2％に相当）させる操作を

おこない、その後、原子炉熱出力の正常を確認し、運転上の制限からの復

帰を宣言しました。 

＜経緯＞ 

3 月 31 日 17 時 12 分 保安規定に定める運転上の制限からの逸脱を判断およ

び原子炉熱出力低下操作開始 

17 時 33 分 原子炉熱出力低下操作終了 

17 時 50 分 原子炉圧力信号の切替実施（A 系→B 系へ切替） 

17 時 57 分 原子炉熱出力の正常を確認および運転上の制限から 

の復帰 

その後、本事象による原子炉熱出力の誤差を詳細に評価した結果、当

該誤差は、原子炉熱出力を大きめに表示する傾向であり、原子炉熱出力

に係る運転上の制限値を超えていなかったことを確認しました。 
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※ 原子炉施設保安規定は、原子炉等規制法第 37 条第 1 項に基づき、原子炉設置者が原子力発

電所の安全運転を行う上で守るべき事項を定めたもので、国の認可を受けています。 

原子炉熱出力に係る運転上の制限値は、定格熱出力（3293 メガワット）を超えないことと定めて

います。 

以 上 

お知らせ基準 「表1－1 原子炉施設の故障により原子炉施設保安規定で定められた運転

上の制限を逸脱したとき。」に該当します。 

 

 今後の措置 原子炉圧力信号の不調の原因の調査および修理を実施します。 

放射能の影響 本事象は外部への放射性物質の放出に係わる事象ではありません。 

 
原子炉熱出力計算の概略は以下のとおりです。 

原子炉熱出力 = ①-（②+③+④） 

①から④の算出には、原子炉圧力を用いています。 

今回、熱出力計算に使用していた原子炉圧力信号

（A 系）が予備側の原子炉圧力信号（B 系）に比べ、低

下傾向であったため、原子炉熱出力に誤差が発生し

ている可能性があると判断しました。 

原子炉再循環系 
 

原子炉圧力容器 
①主蒸気の熱量 
②給水の熱量 

燃料（原子炉熱出力） 

  

③制御棒駆動水圧系の熱量

  Ｐ Ｐ 

④原子炉冷却材 
浄化系の熱量 Ｐ 

熱
交
換
器

Ｐ 

http://www.chuden.co.jp/torikumi/atom/hamaoka/pdf/info_unten_02.pdf

